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［［［［概要概要概要概要］］］］親が子どもの学習に関与を行いながら、ともに食育に取り組むことのできる教育プロ

グラム「おやこ de食育」を開発した。「おやこ de食育」は野菜を中心に食に関する基礎知

識を学ぶプログラムであり、親子で野菜クイズに取り組む。子どもが携帯電話に表示され

るクイズに取り組む際、野菜に近づき、触れ、観察し、探索するための仕掛けとして、野

菜に QR コード※を取り付け、携帯電話のカメラで撮影してクイズに答えるシステムを実

装した。実験当日会場にて一般親子 59組の参加者を募り、実証実験を行った。 
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１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに    

我々の食生活はライフスタイルの多様化な

どに伴い大きく変化し、「食」をめぐる様々な問

題が生じている。これらの問題に対し「食」を

通じた健康の実現や健全な食生活のあり方など

を学ぶ「食育」について「食育基本法（平成 17

年 7月施行）」に基づき、国や自治体の取り組み

が進められている。 

しかし、平成 19 年 3 月に内閣府が実施した

「食育に関する意識調査」では平成 17年 7月の

前回調査に比べ「食育」の認知度は向上 (13 ポ

イント増) したものの、関心度(0.3 ポイント減)

や実践度(3.8 ポイント増)はほぼ横ばいで、実際

の取り組みは進んでいない。実践をしていない

理由について「仕事や趣味などで忙しい」とい

う回答が増加(7ポイント増)しており、今後の食

育の普及にあたっては、日々の生活の中で実践

しやすくする工夫が求められている。 

また我々の多く、特に都市生活者にとって、

食との接点は日々の食事や買い物など最終消費

段階のみであり、毎日の食生活の中で食に関す

る正しい知識や実践する態度を身につける機会

は少ない。これらの現実を前向きにとらえ、家

庭における親子の日常生活を、食について楽し

く学ぶことができる学習環境に変える取り組み

が求められているといえよう。 

家庭における学習環境の構築に注目した研究

としては「おやこdeサイエンス」の事例がある

（山口ら、2006；中原ら、印刷中）。この事例を

通して、携帯電話を活用し親子で取り組む科学

実験をベースにした学習プログラムが、親子の

コミュニケーションを密にし、それが子どもの

学習効果を高めるための有力な方策であること

が明らかにされている。 

そこで本研究では「おやこdeサイエンス」の

知見に基づき、親が子どもの学習に関与しなが

ら、ともに食育に取り組むことのできる教育プ

ログラム「おやこde食育」を開発した。「おやこ

de食育」は野菜を中心に食に関する基礎知識を

学ぶプログラムであり、親子で野菜クイズに取



 

り組む。クイズは子どもの持つ携帯電話に表示

され、ゲーム感覚で取り組むことができる。子

どもがクイズに取り組む際、野菜に近づき、触

れ、観察し、探索するための仕掛けとして、野

菜にQRコード※を取り付け、携帯電話のカメラ

で撮影してクイズに答えるシステムを実装した。

また、クイズ会場はスーパーマーケットの野菜

売り場を模した。ここでは普段の野菜売り場と

は異なり、すべての野菜に直接好きなだけ触る

ことができ、子どもの好奇心や意欲をより刺激

する環境とした。このようにして、答えとなる

野菜の探索や携帯電話の操作、野菜クイズにつ

いての会話など、親子の共同活動を通して親が

子どもの学習を支援することを自然に促す。 

 

２２２２．．．．「「「「おやこおやこおやこおやこdededede食育食育食育食育」」」」のののの結果結果結果結果    

2007年2月17日・18日で4回に分けて、「おやこ

de食育」の実証実験を行った。参加者は、当日

会場にて募集した一般の親子計59組である。参

加者の年齢は、子どもは就学前・小学校低学年

が大半で、親は30代が大半であった。参加者に

は、携帯電話を１組１台ずつ貸与した。 

「おやこde食育」のねらいとして、1) 親子の

食育実践度は高まるか、2) 子どもの野菜・食生

活への興味関心は高まるかを設定し、事前・事

後の質問紙調査を行った。 

表1．事後調査（親）自由回答抜粋 

●スーパーなどで野菜そのものや、色や形に興味を示

すようになった 

●野菜の栄養や、食材のバランスについて親子で話す

ようになった 

●子どもが野菜の食感について言うことが出てきた 

分析の結果、下記の知見を見いだした。 

1) 「おやこde食育」への参加を通して、親子の

食育の実践度は高まった。 

2) 「おやこde食育」への参加を通して、子ども

の野菜や食生活に関する興味関心は高まった。 

 以上より、「おやこde食育」に参加した親子で

は、普段の生活の中で食育に関するコミュニケ

ーションが増え、食への興味関心が高まり、楽

しみながら食育を実践できるようになることが

わかった。 

※「QRコード®」は(株)デンソーウェーブの登録商標です 
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図 1．「おやこ de 食育」携帯電話コンテンツ 

図 2. 野菜につけた QR コードを撮影する 


